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小
正
月
行
事

特 集 団
子
の
木
に
願
い
を
込
め
て

写真/三島小学校で1月13日、小正月行事「団子さし」が行われました。
全校児童が参加し、今年の願いを込めてミズノキに団子をさしました。



神
様
が
降
り
て
き
た

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

「
三
島
の
サ
イ
ノ
カ
ミ
」

「
サ
イ
ノ
カ
ミ
」

行
事
の
意
味
と
歴
史

　
「
神
様
が
降
り
て
き
た
―
―
」

　

そ
う
感
じ
る
の
は
、
※
オ
ン
ペ
イ

に
火
が
届
き
、
炎
が
大
き
く
舞
い

上
が
る
瞬
間
で
す
。

　
「
サ
イ
ノ
カ
ミ
」
に
は
、
集
落
や

家
内
の
安
全
、
豊
作
、
健
康
な
ど
、

一
年
の
無
事
を
願
う
厄
払
い
の
意

味
が
あ
り
ま
す
。
炎
が
勢
い
よ
く

燃
え
上
が
れ
ば
、「
今
年
は
良
い
年

に
な
る
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

住
民
が
力
を
合
わ
せ
て
「
サ
イ

ノ
カ
ミ
」
を
作
り
、
思
い
を
込
め

て
火
を
燃
や
す
こ
と
で
、
自
然
の

神
が
応
え
て
く
れ
ま
す
。
わ
た
し

た
ち
を
守
っ
て
く
だ
さ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
信
念
の
も
と
、
欠
か

せ
な
い
小
正
月
行
事
と
し
て
受
け

継
が
れ
て
き
た
の
で
す
。

　

古
文
書
に
も
「
サ
イ
ノ
カ
ミ
」

の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
貞
享

２
年
（
西
暦
１
６
８
５
年
）
と
、

文
化
４
年
（
西
暦
１
８
０
７
年
）

に
会
津
の
民
俗
文
化
な
ど
に
つ
い

て
書
か
れ
た
「
風
土
記
」
に
は
、

三
島
町
を
含
め
各
地
で
「
サ
イ
ノ

カ
ミ
」
が
行
わ
れ
て
い
た
記
録
が

あ
り
ま
す
。
文
字
の
記
録
が
な
い

時
代
、
太
古
の
昔
か
ら
行
わ
れ
て

き
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

七
五
三
、
入
学
、
卒
業
、
厄
年

な
ど
、
人
生
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
節

目
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
び
に
神

社
な
ど
に
参
拝
し
、
神
様
に
お
願

い
す
る
こ
と
で
、
そ
の
後
の
目
標

に
向
か
っ
て
進
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。「
サ
イ
ノ
カ
ミ
」
も
新
年
を
迎

え
る
節
目
の
日
。
力
強
く
燃
え
る

火
で
厄
を
払
い
、「
今
年
も
が
ん
ば

ろ
う
」
と
気
持
ち
を
新
た
に
す
る

日
で
す
。

　

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

「
三
島
の
サ
イ
ノ
カ
ミ
」。
地
域
の

安
全
を
願
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
せ

を
祈
る
、
心
温
ま
る
行
事
。

　

日
本
の
宝
で
す
。

写真 / 町内 11地区で 1月15日、
小正月行事「サイノカミ」が行われ
た。写真は桧原地区。オンペイに火
が届いた瞬間、炎は大きく舞い上が
り、周りを明るく照らした。その光
景は、まるで神様が空から降りてき
たようだ。集まった住民たちは拍手
と歓声を上げ、一年の無事を祈った。

※オンペイ（御幣）
　オンベ、ゴヘイなどともいう。紙を束
ねて作ったもので、桧原地区のほか大
登地区、川井地区、滝谷地区、名入地
区などで「サイノカミ」の上部に付けら
れる。地区によって形態に違いがある。
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男たちの団結 1月 15日、小正月。町内 11地区で
今年も「サイノカミ」が行われました。
厳しい寒さの中での団結。雪の夜空
に燃え上がる御神火。町全体が一年
の幸せを願う心で包まれました。心は一つ。御神木に願いを込めて

　

町
内
11
地
区
で
小
正
月
の
伝
統

行
事
「
サ
イ
ノ
カ
ミ
」
が
行
わ
れ

た
１
月
15
日
。
そ
の
一
つ
、
桧
原

地
区
を
取
材
し
ま
し
た
。
桧
原
地

区
は
約
50
世
帯
の
集
落
で
す
。「
サ

イ
ノ
カ
ミ
」
は
地
区
に
あ
る
春
日

神
社
の
前
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

15
日
午
後
１
時
、
約
20
人
の
男

性
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
サ
イ
ノ

カ
ミ
作
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
御

神
木
と
な
る
杉
は
、
厄
年
の
方
が

所
有
す
る
山
林
か
ら
切
り
出
す
の

が
習
わ
し
で
す
。
選
ば
れ
た
高
さ

約
12
㍍
の
杉
に
注し

連め

縄な
わ

を
結
び
、

お
神み

酒き

を
供
え
、
全
員
で
二
礼
二

拍
手
一
礼
。
斧お

の

と
の
こ
ぎ
り
を

使
っ
て
切
り
倒
し
、
春
日
神
社
ま

で
の
道
の
り
を
縄
で
引
い
て
運
び

ま
し
た
。
連
日
の
雪
で
積
雪
は
１

㍍
を
超
え
て
い
ま
す
。
厳
し
い
寒

さ
が
住
民
た
ち
の
意
気
を
さ
ら
に

奮
い
立
た
せ
ま
す
。

　

春
日
神
社
前
に
着
く
と
、
あ
ら

か
じ
め
準
備
し
て
お
い
た
稲
わ
ら

を
巻
き
付
け
る
作
業
に
入
り
ま
し

た
。
先
端
部
に
は
オ
ン
ペ
イ
と
、

稲
わ
ら
で
男
性
器
を
か
た
ど
っ
た

玉
が
付
け
ら
れ
ま
す
。
子
孫
繁
栄

を
願
う
昔
な
が
ら
の
作
り
で
す
。

　

稲
わ
ら
を
巻
き
終
え
る
と
、
数

本
の
は
し
ご
で
支
え
な
が
ら
徐
々

に
立
ち
上
げ
て
い
き
ま
す
。
も
し

1_御神木の杉を縄で引き、春日神社までの坂道を登
る。今年の御神木は、厄年の阿部政敏さんが所有す
る山林から切り出された／ 2_御神木に稲わらを巻き
付ける。稲わらは地区の農家が昨年秋に収穫したもの
／ 3,4_紙を束ねて作ったオンペイ（オンベ、ゴヘイ
などともいう）と、稲わらで男性器をかたどった玉が
御神木の先端部に付けられる／ 5_はしごを使い御神
木を立ち上げる。倒れないように声を掛け合ってバラ
ンスを取り、徐々に垂直に立てていく／ 6_厄払いの
ために行われる「胴

どう

突
つ

き」。桧原地区では厄年や新婚
の人の手足を持って上下に振り、雪の中に投げ入れる

12

倒
れ
た
ら
、
け
が
に
も
つ
な
が
る

危
険
な
作
業
で
す
。
声
を
掛
け
、

息
を
合
わ
せ
、
全
員
の
力
を
御
神

木
に
集
中
さ
せ
ま
す
。
穴
に
差
し

込
ん
で
垂
直
に
立
て
、
最
後
に
根

元
を
稲
わ
ら
で
覆
い
、
作
業
開
始

か
ら
約
３
時
間
で「
サ
イ
ノ
カ
ミ
」

が
完
成
し
ま
し
た
。

　

午
後
７
時
、
大
雪
の
中
、
地
区

住
民
の
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て
き
ま

し
た
。佐
藤
一
文
桧
原
区
長
が「
サ

イ
ノ
カ
ミ
」
に
点
火
し
、
炎
は
次

第
に
上
部
へ
と
燃
え
上
が
っ
て
い

き
ま
す
。
先
端
の
オ
ン
ペ
イ
に
火

が
届
く
と
大
き
な
炎
が
夜
空
へ
舞

い
上
が
り
、
参
加
者
の
拍
手
と
歓

声
が
響
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
み

か
ん
ま
き
」
や
「
胴
突
き
」
が
行

わ
れ
、
福
を
呼
び
、
厄
を
払
い
ま

し
た
。

　

サ
イ
ノ
カ
ミ
作
り
か
ら
参
加
し

た
鈴
木
隆
さ
ん
は「
一
年
に
一
回
、

こ
う
し
て
仲
間
が
集
ま
っ
て
サ
イ

ノ
カ
ミ
を
立
て
る
。
こ
ん
な
に
楽

し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
声

を
弾
ま
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
山
口

百
恵
さ
ん
（
中
３
）
は
「
体
も
心

も
温
ま
り
、
地
区
の
方
々
に
守
ら

れ
て
い
る
と
い
う
感
じ
が
し
ま

す
。進
学
な
ど
で
町
を
離
れ
て
も
、

戻
っ
て
き
て
行
事
に
参
加
し
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

佐
さ

藤
と う

一
か ず

文
ふ み

桧原区長
　昔からの良い伝統を子や孫
につないでいくことが大切で
す。住民が顔を合わせ、団結
力を高める機会にもなってい
ます。「胴突き」で雪の中に
投げられ、とても気持ちよく
厄払いができました。今年も
良い年にしたいと思います。

3

56「サイノカミ」が行われた地区
宮　下 11日（祝）に作り、15日18：30点火
桑　原 11日（祝）に作り、15日18：30点火
大　登 15日13：00から作り、19：00点火
川　井 15日9：00から作り、19：00点火
桧　原 15日13：00から作り、19：00点火
滝　谷 11日（祝）に作り、15日19：00点火
大　谷 鳥海、中際、本村の3カ所で15日に実施。18：00点火
西　方 隣組単位で実施。15日17：00～18：00ごろ点火
名　入 15日13：00から作り、17：00点火
小　山 15日13：00から作り、18：00点火
滝　原 15日9：00から作り、19：00点火

4

サイノカミ
小正月行事❶
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子どもたちへ 三島小学校と三島保育所では毎年
「団子さし」が行われています。行
事を体験することで地域の文化に触
れ、家族や友達への思いやりを持ち、
伝統を継承する心を育てています。伝えたい。行事の心

子
ど
も
た
ち
の
「
団
子
さ

し
」
体
験
は
、
三
島
小

学
校
で
１
月
13
日
、
三
島
保
育
所

で
１
月
14
日
に
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ

ま
し
た
。
三
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
女

性
部
の
皆
さ
ん
が
指
導
し
、
今
年

の
願
い
を
込
め
て
楽
し
く
行
事
を

行
い
ま
し
た
。

小
学
校
で
は
６
年
生
が
団

子
作
り
を
体
験
し
、
白
、

赤
、
緑
、
黄
な
ど
の
団
子
を
ゆ
で

ま
し
た
。
そ
の
後
、
全
校
児
童
が

集
ま
っ
て
三
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
女

性
部
長
の
馬
場
久
子
さ
ん（
大
登
）

の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
馬
場
さ

ん
は
「
家
族
の
幸
せ
を
願
い
、
今

年
の
願
い
事
を
込
め
て
団
子
を
さ

し
て
く
だ
さ
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
児
童
た
ち
は
校
舎
の

各
階
に
置
か
れ
た
ミ
ズ
ノ
キ
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
を
込
め
て
団
子

を
さ
し
ま
し
た
。

保
育
所
で
は
、
お
遊
戯
広

場
に
置
か
れ
た
ミ
ズ
ノ

キ
に
団
子
を
さ
し
ま
し
た
。

　

三
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部
の

小
柴
レ
イ
子
さ
ん
（
高
清
水
）
が
、

「
団
子
さ
し
」
の
意
味
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
に
話
し
ま
し
た
。
団

子
作
り
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
春

に
採
っ
た
ヨ
モ
ギ
を
混
ぜ
て
緑
色

に
す
る
な
ど
、
着
色
料
を
使
わ
な

い
作
り
方
の
工
夫
が
さ
れ
ま
し

た
。
丸
め
る
作
業
は
子
ど
も
た
ち

も
全
員
で
体
験
し
ま
し
た
。

町
内
で
は
１
月
14
日
ま
た

は
15
日
に
、
多
く
の
家

庭
で
「
団
子
さ
し
」
が
行
わ
れ
ま

す
。
ミ
ズ
ノ
キ
の
枝
先
の
新
芽
を

か
き
、そ
こ
に
団
子
を
さ
し
ま
す
。

ま
た
、
鶴
や
亀
、
小
判
や
米
俵
を

か
た
ど
っ
た
飾
り
を
付
け
、
無
病

息
災
、
一
家
繁
栄
、
五
穀
豊
穣
な

ど
を
祈
願
し
ま
す
。
花
の
な
い
季

節
に
団
子
の
木
を
飾
る
こ
と
で
、

新
年
を
華
や
か
に
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

飾
り
終
わ
っ
た
団
子
は
、
油
で

揚
げ
て
砂
糖
を
ま
ぶ
し
た
り
、
団

子
汁
に
し
た
り
し
ま
す
。
農
家
が

一
生
懸
命
作
っ
た
お
米
、
た
と
え

砕
け
た
団
子
で
も
、
捨
て
る
こ
と

な
く
食
べ
る
先
人
の
知
恵
で
す
。

団
子
さ
し
に
は
、
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
た
い
心
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
小
正
月
と

い
う
節
目
の
日
に
願
い
事
を
込

め
、目
標
を
掲
げ
、そ
れ
に
向
か
っ

て
が
ん
ば
る
心
。
家
族
や
友
達
を

思
い
や
る
優
し
い
心
。
食
べ
物
を

大
切
に
す
る
心
。
そ
う
い
う
人
に

育
っ
て
ほ
し
い
―
。
三
島
の
子
ど

も
た
ち
へ
の
願
い
で
す
。

1_団子をミズノキにさす三島保育所の子
どもたち／ 2,3_三島保育所の「団子さし」
に協力した三島町老人クラブ女性部の皆さ
ん。緑色の団子には子どもたちが春に採っ
たヨモギ、黄色の団子にはカボチャが使わ
れ、栄養面も考慮したおいしい団子が作
られた／ 4,5_三島小の「団子さし」では、
老人クラブ女性部の皆さんの指導で6年
生が団子作りを体験し、全校児童が参加し
て各階に置かれたミズノキに団子をさした
／ 6_団子をゆでる6年生／ 7_おいしくゆ
で上がった団子／ 8_三島保育所の「団子
さし」に参加した親子／ 9_お遊戯広場に
置かれたミズノキに団子をさす子どもたち
／ 10_きれいに飾られた団子の木（三島保
育所）／ 11_「団子さし」の意味などを三
島小の児童たちに話す馬場久子さん（大登）

1

2

34

567

小柴 レイ子さん 高清水

　「団子さし」は、お米や野
菜がとれるように、長生きで
きるように、お金がたまるよ
うに、そしてそれぞれの願い
事を込めて行うのです。保
育所の子どもたちと一緒にで
きて、わたしもうれしいです。

891011

団子さし
だんごさし

小正月行事❷
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民俗行事は
地域・家族とのつながりの礎

いしずえ

一生涯、心に刻まれる
　三島町で、この地域で、この家
で生まれ育ったことを実感するも
のは何でしょうか。加えて、自分
のアイデンティティの礎になるも
のは何でしょうか。その地域、そ
の家ならではの民俗行事が大きな
要因の一つではないでしょうか。
　民俗行事の取り組みには異世代
間交流が伴い、地域や家族の連帯
意識、きずなが育まれます。また、
地域、人への愛着が培われ、地域
のプライドが生まれ、さらには自
分の生の起源を感じ取ることにつ
ながります。物の豊かな社会に流
されがちな中、心の豊かさ、精神
的な支えにつながる民俗行事は貴

重な体験であり、三島の宝物です。
きっと子どもたちの心に刻まれ、
一生涯、地域・家族とのつながり
の礎となり得ます。
　「三島のサイノカミ」は、平成
20 年 3 月に国の重要無形民俗文
化財の指定を受けています。そし
て現在、町は文化財総合的把握モ
デル事業に取り組んでいます。平
成 22 年度が 3 年目の最終年度と
なります。町民の皆さんの力を合
わせて民俗行事を受け継ぎ、地域
の歴史・文化の物語をいつまでも
語り継いでいくことが、必ず三島
町の未来を開くことにつながると
信じています。

北
きた

舘
だて

長
ちょう

一
いち

教育長

　滝谷地区で1月14日、「鳥追い」が行われた。地区の小中学生
5人が午後7時に集まり、鳥追い歌を歌いながら集落内を歩いて
3往復した。「鳥追い」が終わると、厄年の家族がいる家を回り、
「歳

とし

祝
いわ

い」と呼ばれる祝い金をもらうのが習わしとなっている。今年
は7軒の家を回った。子どもたちが「歳祝いを頂きにまいりました」
と伺うと、その家の人は「ご苦労さま」と快く応じ、祝い金とみかん
などを手渡していた。また同日、桧原地区でも「鳥追い」が行われた。

　森田勝さん（川井）は1月15日朝、「初田植え」を行った。「初
田植え」は豊作を祈願する行事で、森田家では代々受け継がれてき
た。父・藤一郎さんが亡くなった後、しばらく行わなかったが、今
年は勝さんが初めて行い、雪の積もった田に稲わら、豆がら、松の
葉を植えて手を合わせた。また、自宅ではさまざまな道具を並べて
年を越す「道具の年取り」も行った。勝さんはこの後、住民たちと「サ
イノカミ」作りに取り組み、小正月の伝統を受け継ぐ一日を過ごした。

心
豊
か
に

た
く
ま
し
く
育
つ

厳
か
に

感
謝
を
込
め
て

鳥追い
とりおい

小正月行事❸

初田植え
はつたうえ

小正月行事❹

◉
編
集
を
終
え
て

心
を
育
て
る
行
事
を
後
世
へ

　

三
島
町
で
は
今
回
掲
載
し
た
小
正
月
行

事
の
ほ
か
に
も
、「
虫
送
り
」
や
「
ひ
な

流
し
」
な
ど
の
民
俗
行
事
が
継
承
さ
れ
て

い
ま
す
。「
三
島
の
サ
イ
ノ
カ
ミ
」
は
国

指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
り
、
そ

の
ほ
か
23
件
の
行
事
が
県
指
定
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

福
島
県
教
育
委
員
会
で
は
昭
和
55
年
、

56
年
に
県
内
の
民
俗
行
事
の
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
各
地
で
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き

た
行
事
が
急
速
に
失
わ
れ
る
中
で
、
三
島

町
で
は
多
く
の
種
類
の
行
事
が
受
け
継
が

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
30
年
。
少
子
高
齢
化
の
中
、

継
承
が
難
し
く
な
っ
た
行
事
も
あ
り
ま

す
。
滝
谷
地
区
の
小
中
学
生
は
わ
ず
か
５

人
。
そ
れ
で
も
習
わ
し
通
り
に「
鳥
追
い
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

大
竹
克
明
く
ん
（
中
３
）
が
「
向
こ
う

の
家
ま
で
聞
こ
え
る
よ
う
に
歌
う
ん
だ

よ
」
と
年
下
に
教
え
、
子
ど
も
た
ち
は
一

生
懸
命
声
を
上
げ
る
。
気
温
は
氷
点
下
５

度
。
手
が
か
じ
か
む
。
雪
が
肩
に
降
り
積

も
る
。
静
か
な
小
正
月
の
夜
に
、
子
ど
も

た
ち
の
歌
声
が
響
く
―
―
。

　

そ
の
姿
は
た
く
ま
し
く
、い
と
お
し
く
、

き
っ
と
真
っ
す
ぐ
に
、
困
難
に
も
負
け
ず

に
育
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

　

民
俗
行
事
は
子
ど
も
た
ち
を
大
き
く
し

ま
す
。
心
を
育
て
ま
す
。
そ
し
て
、
決
し

て
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
、
か
け
が
え
の
な

い
記
憶
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
素
晴
ら
し
い
伝
統
を
な
く
し
た
く

な
い
。次
の
子
ど
も
た
ち
に
も
伝
え
た
い
。

皆
さ
ん
で
受
け
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

特
集
「
小
正
月
行
事
」
終
わ
り

県指定重要無形民俗文化財 地 区
若水汲み 桑 原
若水汲み 早 戸
若木迎え（山参り） 小 山
若木迎え 滝 原
若木迎え 早 戸
鳥追い 桧 原
鳥追い 滝 谷
鳥追い 西 方
団子さし 大 登
団子さし 川 井
初田植え 川 井
愛宕様参り 桑 原
大谷愛宕様の火 大 谷
豆まき 大 石 田
初午 桑 原
初午 大 谷
初午（火伏せの行事） 西 方
三月節句とひな流し 高 清 水
虫送り 西 方
虫送り 名 入
虫送り 大 石 田
虫送り 大 谷
虫供養 早 戸

国指定重要無形民俗文化財 地 区
三島のサイノカミ 町 全 域

三島町の民俗行事（指定文化財）
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み
し
ま
の
出
来
事

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
☎（
４
８
）５
５
１
５

町民センターで行われた振興
計画策定班の話し合い

町
の
10
年
後
は
？

ど
ん
な
未
来
を

目
指
す
の
か
？

　平成23年度からの10
年間の町づくりの方針を
示す「第4次三島町振興
計画」の策定に向けた話
し合いが始まりました。振
興計画策定班が素案を作
ります。1月21日、策定
班の2回目の話し合いが
町民センターで行われ、
町民から公募した3人と
役場職員10人が出席しま
した。話し合いでは、町
民の目線に立ったさまざま
な意見が出されました。策
定班の話し合いは今後も
定期的に開かれ、本当に
意味のある振興計画を作
るために、どうすればよい
か検討が重ねられます。

振興計画策定班
公募メンバーも参加

振興計画について意見を出し
合う策定班メンバーの皆さん

大
雪
の
中

初
売
り
や

み
か
ん
ま
き

三島神社で行われた交通安全
合同祈願祭

交
通
安
全
を
祈
り

各
団
体
長
が

玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ
る

　交通安全合同祈願祭は
1月29日、三島神社で行
われました。青木基重宮
司（西方）がおはらいを行
い、齋藤茂樹交通対策協
議会長（町長）、五十嵐廣
和会津坂下警察署長、佐
藤岩男宮下土木事務所長、
大竹祐子交通安全母の会
長、秦兵輔交通安全協会
三島分会長などが玉ぐし
をささげました。
　三島町では昨年、交通
死亡事故が1件発生して
います。交通ルールを守り、
夜間の反射材着用や早め
のライト点灯など、交通事
故を起こさないよう注意し
ましょう。

交通安全合同祈願祭
三島神社で行う

玉ぐしをささげる秦兵輔交通
安全協会三島分会長

　三島初市は1月13日、
役場前で開かれました。こ
の日は寒波の到来で猛吹
雪となり、強い風のため
テントを立てることができ
ず、急きょ役場前車庫内
に初売りの模擬店が設営
されました。模擬店では
新巻き鮭、野菜、果物な
どの食料品、起き上がり
小法師などの縁起物が売
られました。午後には恒例
の「みかんまき」が行われ、
来場者は今年の福を求め
てみかんを拾いました。三
島保育所の子どもたちも
参加し、雪の上に転がっ
たみかんを元気に追いか
けました。

三島町スタンプ会主催
三島初市

初売りで食料品や縁起物など
を買い求める来場者

子
ど
も
た
ち
が

拍ひ
ょ
う

子し

木ぎ

を
鳴
ら
し
て

「
火
の
用
心
」

拍子木を打ち鳴らして火の用
心を呼び掛ける子どもたち

　三島町消防団出初式は
1月6日に行われ、消防団
本部幹部・宮下班・各班長、
婦人消防クラブ、消防署、
警察署、幼年消防クラブ
（三島保育所入所児）、議
会議員などが参加しまし
た。宮下町内をパレードし
た後、三島神社に参拝し
無火災を祈願しました。パ
レードでは幼年消防クラ
ブが拍子木を打ち鳴らし、
火の用心を呼び掛けまし
た。その後、町民センター
で式典が行われました。
　消防団各班では地区内
の消火栓の除雪・点検や、
消防ポンプによる放水な
どが行われました。

三島町消防団
出初式

宮下町内をパレードする消防
団員

最
高
で
す
！

無
料
の

ホ
ー
ム
ゲ
レ
ン
デ

白銀のゲレンデが広がる町営ス
キー場

　町営スキー場では、子
どもたちがスキーやそり滑
りを楽しんでいます。1月
31日には町民スキー教室
が行われ、子どもから大
人まで約30人が初級から
上級に分かれて参加しま
した。三島町スキークラブ
の皆さんが指導しました。
　町営スキー場は無料で
利用することができ、冬場
の運動不足解消に最高の
穴場です。そりの貸し出し
も行っており、小さなお子
さんも自由に遊ぶことがで
きます。営業は土・日・祝、
9：00～16：00、積雪は
現在1㍍ほどです。
問教育委員会☎（48）5599

町営スキー場は
土・日・祝営業

スキー教室に参加して練習す
る子どもたち

大雪のため急きょ役場前車庫
内に設営された初市の模擬店

齋藤茂樹町長のあいさつを聞
く出席者

新
年
の
ス
タ
ー
ト

杉
山
県
議
会
議
員
も

三
島
で
あ
い
さ
つ

　新年名刺交換会・自治
功労表彰式は1月4日、
町民センターで開かれ、町
民など約120人が参加し
ました。齋藤茂樹町長は
新年のあいさつの中で「若
者定住対策に重点的に取
り組む」と話しました。続
いて、杉山純一県議会議
員、角田伊一町議会議長
があいさつを述べました。
また、自治功労表彰式が
行われ、各分野で功労の
あった7人が表彰されま
した。（12ページに表彰者
を掲載）その後、五十嵐
忠義町議会副議長の乾杯
で祝宴が開かれ、新年の
スタートを祝いました。

新年名刺交換会
約 120 人参加

新年のあいさつをする大沼郡
選出の杉山純一県議会議員

消防ポンプによる放水訓練を
行う消防団早戸滝原班

住
宅
火
災
を
想
定

通
報
や
初
期
消
火
の

訓
練
を
実
施

　冬季防火訓練は1月24
日、早戸地区の佐久間建
設工業㈱資材置き場で行
われ、早戸・滝原・高清水・
小山地区の住民や消防団
員など約50人が参加しま
した。訓練は「早戸字湯ノ
平地内の住宅で火災が発
生。強風のため隣家に延
焼の恐れがある」という想
定で行われ、消防署への通
報、大声で近所に知らせる
「火事ぶれ」、消火器による
初期消火、消防団早戸滝原
班による放水訓練などが
行われました。会津坂下消
防署三島出張所の消防士
の指導のもと、参加者は真
剣に取り組んでいました。

早戸地区で
冬季防火訓練

消火器による初期消火訓練を
行う参加者

大根干し（大石田地区）
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News & Information

　

自
治
功
労
表
彰
式
は
１
月
４

日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
各
分
野
で
功
労
の
あ
っ
た

７
人
が
表
彰
さ
れ
、
齋
藤
茂
樹
町

長
か
ら
桐
の
額
に
入
っ
た
表
彰
状

と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◎
功
労
表
彰

◉
消
防
団
員

栗　

城　

浩　

一　

様
（
宮
下
）

杉　

本　

典　

行　

様
（
桑
原
）

舟　

木　

宗　

喜　

様
（
間
方
）

小　

堀　

庄
太
郎　

様
（
西
方
）

秦　
　
　

和　

幸　

様
（
大
石
田
）

◉
統
計
調
査
員

五
十
嵐　

修　

一　

様
（
大
谷
）

◉
役
場
職
員

目　

黒　

民　

一　

様
（
滝
谷
）

左から、五十嵐修一さん（大谷）、舟木宗喜さん（間方）、小堀庄太郎さん（西方）、秦和幸さん（大石田）

自
治
功
労
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

消
防
団
員
、
統
計
調
査
員
な
ど
功
労
者
を
表
彰

齋藤茂樹町長から表彰状と記念品が手渡された

おくすりのお話
福島県立宮下病院

◎食事を抜いたとき、薬も飲まない？
　一般に血圧の薬や胃薬などは、食事を抜いたとしても、い
つも通りの時間に服用してください。注意が必要なのは糖尿
病の薬です。食事を全く取らないで薬を飲むと低血糖になる
恐れがありますので服用は避けてください。また、痛み止め
も空腹時に飲むと吐き気や胃の調子が悪くなることがありま
す。なるべくお菓子やパンなど軽い食事を取ってから服用し
ましょう。

◎目薬の使用期限と使い方
　目薬に表示してある使用期限は未開封の場合です。開封し
たものは通常1カ月が期限となります。たとえ冷蔵庫に保管
しておいても細菌による汚染の危険がありますので使用しな
いでください。
《目薬の使い方》
❶使用前に手をよく洗う。
❷瓶の先がまつげやまぶたに触れないよう注意する。
❸点眼は1回1～2滴とする。
❹点眼後は静かにまぶたを閉じ、まばたきをしないで約1～
　5分待つ。
❺目の周りにあふれた薬は拭き取り、手についた場合は洗い流す。
❻複数の目薬を併用する場合は、5分以上間隔を空ける。
❼コンタクトをつけたまま点眼しない。

◎漢方薬は食前または食間の空腹時に服用します
　漢方薬は特別な指示がない限り、食前または食間に服用
してください。食前とは食事の30分～1時間前、食間とは
食事後2～3時間過ぎた空腹時をいいます。漢方薬の有効
成分は、腸内細菌によって分解吸収されます。空腹時に服
用することで、食事の影響を受けることなく速やかに腸に達
し、効果が表れると考えられます。
　漢方薬は水で服用してもよいですが、お湯に溶かして飲む
と煎じ薬に近い状態になると思われます。風邪の初期や冷え
性の方は温かくして飲むと効果的です。

◎お茶と鉄剤の飲み合わせについて
　20年ほど前まで、鉄剤についてはお茶での服用を禁止し
ていました。いわゆる「禁茶」です。鉄はお茶に含まれるタ
ンニン酸と結合して吸収が低下するためです。確かにお茶
で服用すると鉄の吸収が半分以下になるという報告もありま
す。しかし1986年、鉄欠乏性貧血の患者さんについてお茶
と水とで詳しく検討した結果、緑茶で鉄剤を服用しても貧血
の改善に影響しないことが分かりました。また、薬の改良も
あり、薬局での「禁茶」の表示が徐々になくなりました。

問福島県立宮下病院事務部☎（52）2321

教育委員に阿部和彦さん（桧原）
　三島町教育委員の委嘱は1月13日、役場町長室で行われ、
阿部和彦さんに齋藤茂樹町長から委嘱状が手渡されました。阿
部さんは、退任した齋藤公朗さん（宮下）に代わり委嘱されました。
子どもたちの教育環境の充実のためによろしくお願いします。
【三島町教育委員会】（敬称略）
委員長／馬場孝枝（大登）、委員／小松正志（西方）、目黒三和子
（滝谷）、阿部和彦（桧原）、教育長／北舘長一（西方）

齋藤茂樹町長から委嘱状を受ける阿部和彦さん

消防署からのお願い

消火栓の除雪にご協力を
皆さんの予防消防が被害を防ぎます

屋根からの落雪、雪下ろしもご注意ください

　火災が発生した場合、消火栓が雪に埋まっ
ていたのでは、すぐに消火することができま
せん。近所の消火栓の周りの除雪にご協力
ください。また、速
やかに避難できる
よう逃げ道を確保
してください。
　屋根からの落雪
や雪下ろし中の転
落など、事故には
十分注意して作業
してください。

問会津坂下消防署三島出張所
☎（52）3032

《農地法の改正》

農地を相続する場合は
届け出が必要です

　昨年12月の農地法の改正により、相続
などにより農地を取得した方は、登記の変
更などの手続きが完了した日から10カ月以
内に、農業委員会への届け出が必要となり
ました。届け出をしなかったり、うその届け
出をしたりすると、10万円以下の過料を取
られることになります。
　このように改正された理由は、①農業委
員会が農地の権利の所在を把握できるよう
にするため②後継者が農地を利用しない場
合、農業委員会が希望者へのあっせんを行
い、農地の有効利用を図るためです。遊休
農地の解消にもつながります。
　農地の相続を考えている方、農地を貸し
たい方、借りたい方などは農業委員会にお
問い合わせください。
問農業委員会☎（48）5556

雪下ろしでは
電気の引き込み線に注意
2月は「省エネルギー月間」

　雪下ろしを行
う際は、電柱から
建物への電気の
引き込み線を切ら
ないようご注意く
ださい。

　また、国では毎年2月を「省エネル
ギー月間」と定め、意識啓発を図って
います。エネルギー資源には限りがあ
り、排出されるCO2は地球温暖化の原
因となっています。暖房の節約やエコ
ドライブなど省エネに心掛けましょう。

㈶東北電気保安協会
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Communication Information

月日 対象地区 時間 場所
2月10日水 滝原 9：00～11：00 滝原林業集会センター

10日水 早戸 13：30～16：00 早戸生活改善センター
12日金 浅岐 9：00～11：00 浅岐集会所
12日金 間方 13：30～16：00 間方集会所
16日火 桧原 9：00～15：00 桧原多目的集会所
17日水 川井 9：00～15：00 川井集会所
18日木 小山・高清水 9：00～11：00 高清水集会所
18日木 桑原 13：30～15：30 桑原集会所
19日金 大石田 9：00～15：00 大石田生活改善センター
23日火 大登 9：00～15：00 大登生活改善センター
24日水 西方（1～7組） 9：00～15：00 西方ふるさとセンター
25日木 西方（8～14組） 9：00～15：00 西方ふるさとセンター

3月 2日火 名入 9：00～15：00 名入集会所
3日水 大谷 9：00～15：00 大谷活性化センター
4日木 滝谷 9：00～15：00 滝谷集会所

5日金
宮下
（上ノ原・米子沢・青方）
荒屋敷

9：00～15：00 町民センターふれあいの間

7日日 全地区 9：00～15：00 町民センターふれあいの間

9日火 宮下
（居平・舘・水尻・中乙田・下乙田） 9：00～15：00 町民センターふれあいの間

10日水
宮下
（宮下・建堀・田中・中田）
中平

9：00～15：00 町民センターふれあいの間

11日木 所得税白色申告者 9：00～15：00 町民センターふれあいの間

町県民税（所得税）申告相談日程

※3月7日（日）は平日に勤務されている方など地区の相談日に都合の悪い方を対象とします。

問役場町民課 町民生活係☎（48）5555

申 告
相 談

あなたの税金が社会を支えています

◉申告が必要な方
1農業・営業などの事業所得、地
代・家賃などの不動産所得、土地
（地上権等を含みます）・建物を売
却したことによる譲渡所得などによ
り収入があった方（※自営業の方は、
事前に「収支内訳書」に記載して、
申告相談においでください）
2給与収入のある方で、ア年末調
整を行っていない方イ年末調整済
みの給与以外からの給与収入が20
万円以上あった方ウ勤務先等から
役場へ給与支払報告書の提出の
ない方エ給与以外の所得がある方
（※申告不要の場合もあります）
3収入が公的年金のみで、各種控
除（社会保険料控除、生命保険料
控除）を受ける方
4非課税年金（遺族年金・障害年
金）のみ受給している方（※申告し
ない場合「未申告」となり、国保税、
後期高齢者医療保険料などの保険
料軽減が受けられませんのでご注
意ください）
5親族の申告（年末調整を含む）
の中で「扶養控除」の対象になっ
ていない方
㊟生命保険の満期、個人年金、内
職などについても課税となる場合
がありますので忘れずに申告してく
ださい。

◉申告が不要な方
1所得税の確定申告をしている方
2公的年金収入だけの方で、65 歳
未満の方「70 万円」以下、65 歳以
上の方「120 万円」以下の方
（※公的年金とは厚生年金・国民年金・
共済年金・農業者年金などです。年
齢は平成 21年 12月 31日が基準日
となります）
3年末調整をした給与以外に収入の
ない方

◉申告に必要なもの
1印鑑（所得税の確定申告の方は銀
行印、金融機関の口座番号が分かる
もの）、申告書
2収入金額と必要経費が分かるもの
3各種控除を証明できるもの
㊟医療費控除を受ける方は、領収書
などの金額を「氏名」「医療機関」別
に集計してきてください。（※その場
で計算を行うと時間がかかり、待ち
時間が長くなります）
※詳しくは1月8日、15日発行の「お
知らせ版」をご覧ください。

※所得税の確定申告は会津若松市の「会津ロイヤルプラザ」でも行います。税務署の職員が、
相談に丁寧に応じますので、どうぞご利用ください。場所／会津ロイヤルプラザ2階（会津若
松市中町3-53野口英世青春通り）、期間／2月1日（月）～3月15日（月）（※土・日・祝日を除
く）、時間／9：00～16：00　問会津若松税務署☎0242（27）4311

あったまろう
もろはらじろう・作
鈴木出版

　ぶるぶる寒い雪の中、うさぎさんが見つ
けた温泉は「さるの湯」。おさるさんに追い
出されてしまいます。うさぎさんはまた温泉
を見つけました。でもそこには…。

幼児向け

本 町民センター図書コーナー

ゆめぽけっと
●利用時間	 月～	土	9：00～21：00
	 日・	祝	9：00～17：00
●お 休 み	 年末年始
問教育委員会 ☎（48）5599

《本の紹介》
図書コーナー運営ボランティア
北舘 緑さん

一般向け

坂の上の雲
司馬遼太郎・著
文藝春秋

　伊予松山に同時代に生ま
れた3人。日本の騎兵を作
り上げた秋山好古、バルチッ
ク艦隊を滅ぼす作戦を立て
た弟の秋山真之、俳人の正
岡子規が生きた明治維新後
の長編時代小説です。

ほらふきだんしゃくのぼうけん
高見映・文　長浜宏・絵
学習研究社

　ほらふき男爵は、旅の途中で出会った不
思議な力を持つ5人の男たちを連れて、サ
ルタン殿下に会いに行きました。不思議な
力を借りて宝物を手に入れます。

小学生向け

モモ
ミヒャエル エンデ・著　大島かおり・訳
岩波書店

　モモはお話を聞くのが上手で、モモと話
をすると誰もが元気になります。そこに人
間から時間を盗む時間泥棒が現れ、誰もモ
モに会いに来なくなります…。

中高生向け

80歳以上で自分の歯が20本以上

　福島県と福島県歯科医
師会では、80歳以上で十
分機能している自分の歯
が 20 本以上ある方を表
彰する「歯っぴいライフ
8020 表彰」を毎年行って
います。三島町では今年
度、5人の皆さんが表彰
され、表彰状と記念品の
はしが贈られました。
　すべて自分の歯という
五十嵐續夫さん（宮下）は、
とても元気な 85 歳。「山
菜採りに行ったり、野菜を
作ったりしています。若さ
を保つには、とにかく体を
動かすことですね」と話し
ていました。

大竹菊雄さん
80歳　滝谷

堀内誠喜さん
81歳　名入

渡部一雄さん
81歳　大登

飯塚千代子さん
81歳　大石田

五十嵐續夫さん
85歳　宮下

歯っぴいライフ8020表彰
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わ
た
し
と
社
会
で
普
通
に
生
活
さ
れ
て
い

る
方
々
と
の
間
に
は
、
一
本
の
見
え
な
い
線

が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
側
に
来
る
の
は
簡
単

で
す
が
、
決
し
て
戻
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

わ
た
し
が
犯
し
た
罪
は
道
路
交
通
法
違

反
、
自
動
車
運
転
過
失
致
死
で
す
。
刑
期
は

懲
役
１
年
６
カ
月
で
す
。
自
分
の
罪
を
人
に

伝
え
る
と
き
に
は
、
で
き
る
だ
け
「
私
は
お

酒
を
飲
ん
で
車
を
運
転
し
、
人
を
殺
し
ま
し

た
」
と
言
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
自
分
が

犯
し
た
愚
か
な
行
為
が
道
路
交
通
法
違
反
と

い
う
曖
昧
な
表
現
や
、
過
失
致
死
と
い
う
難

し
い
表
現
で
は
伝
え
ら
れ
な
い
と
思
う
か
ら

で
す
。

　

わ
た
し
が
線
を
越
え
た
経
緯
を
書
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
平
成
19
年
11
月
、
私
は
い

つ
も
の
よ
う
に
お
酒
を
飲
み
、
ハ
ン
ド
ル
を

握
り
ま
し
た
。
事
件
を
起
こ
す
以
前
か
ら
飲

酒
運
転
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
飲
酒
運
転
を

す
る
ル
ー
ト
は
決
ま
っ
て
お
り
、
家
ま
で
５

分
程
度
の
距
離
で
し
た
。
運
転
を
す
る
前
に

自
分
の
酔
い
具
合
を
確
認
し
、「
こ
の
程
度
な

ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
い
う
甘
い
考
え
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
事
故
を
起
こ
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
こ
れ
か
ら
も
何
も
起

こ
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
自
己
中
心
的
な
考

え
と
、
身
勝
手
な
行
動
の
積
み
重
ね
で
飲
酒

運
転
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
飲
酒
運
転
に
対

し
、
厳
罰
化
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
捕

ま
ら
な
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
考
え
が
根
底
に

あ
り
ま
し
た
。

　

福
岡
で
飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
事
故
が

あ
り
、
連
日
報
道
さ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
「
自
分
は
あ
ん
な
無
茶
な
運
転
は
し
な
い

か
ら
」
と
、
人
ご
と
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
日
も
、
そ
ん
な
愚
か
で
浅
は
か
な
考

え
で
運
転
を
始
め
ま
し
た
。
店
の
駐
車
場
を

出
て
、
い
つ
も
の
慣
れ
た
道
を
運
転
し
て
い

ま
し
た
。
広
め
の
片
側
一
車
線
の
直
線
道
路

で
、
慣
れ
て
い
た
せ
い
か
前
方
を
注
視
す
る

こ
と
な
く
漫
然
と
車
を
進
め
て
い
く
と
、
突

然
「
ド
ン
」
と
い
う
衝
撃
を
感
じ
、
す
ぐ
に

車
を
止
め
ま
し
た
。
パ
イ
ロ
ン
か
何
か
に
ぶ

つ
か
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
車
か
ら

後
ろ
を
見
る
と
数
人
が
騒
い
で
お
り
、
近
く

に
よ
っ
て
話
を
聞
く
と
、
ぶ
つ
か
っ
て
転
ん

だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
軽

く
当
た
っ
た
よ
う
な
衝
撃
で
は
な
か
っ
た
の

で
周
囲
を
見
渡
す
と
、
道
路
の
真
ん
中
で
人

が
倒
れ
て
い
る
の
が
見
え
、
私
が
車
で
は
ね

て
し
ま
っ
た
の
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。
す
ぐ

に
救
急
車
を
呼
び
、
と
に
か
く
生
命
だ
け
は

助
か
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
だ
け
で
救
急

措
置
を
行
い
、
救
急
車
が
来
て
搬
送
さ
れ
ま

し
た
。

　

わ
た
し
は
自
分
の
し
た
こ
と
を
自
覚
し
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
警
察
に
電
話
し
ま
し
た
。

逮
捕
さ
れ
た
後
も
、
生
命
だ
け
は
助
か
っ
て

ほ
し
い
と
祈
っ
て
い
ま
し
た
が
、
翌
日
、
警

察
の
方
か
ら
亡
く
な
っ
た
と
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
わ
た
し
は
見
え
な
い

一
線
を
越
え
て
い
た
の
で
す
。

　

ご
遺
族
の
方
に
は
、
直
接
ま
た
は
手
紙
に

て
謝
罪
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
し
た

が
、
結
局
果
た
せ
な
い
ま
ま
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。
裁
判
の
後
に
傍
聴
席
に
向
か
い

頭
を
下
げ
た
以
外
、
何
も
で
き
て
お
り
ま
せ

ん
。
示
談
に
関
し
て
も
、
保
険
会
社
と
弁
護

士
と
の
話
し
合
い
の
最
中
で
ま
だ
成
立
し
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

失
っ
た
も
の
は
と
て
も
多
く
、
わ
た
し
に

は
妻
と
二
人
の
子
ど
も
が
お
り
ま
し
た
が
、

現
在
は
離
婚
し
て
お
り
ま
す
。
仕
事
の
方
は

通
常
で
し
た
ら
懲
戒
免
職
で
す
が
、
何
と
か

依
願
退
職
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
社
会

復
帰
後
は
前
科
持
ち
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か

り
受
け
止
め
、
信
頼
を
回
復
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
数
カ
月
は
ま
だ

自
由
の
な
い
生
活
が
続
き
ま
す
が
、
奪
っ
た

も
の
に
対
し
て
の
代
償
と
し
て
は
到
底
足
り

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
生
き
続

け
る
限
り
償
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
こ
れ
を
読
ま
れ
て
い
る
方
々
の
中
に

も
、
こ
れ
ま
で
に
「
こ
れ
く
ら
い
な
ら
」「
少

し
く
ら
い
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
い
う
気

持
ち
で
、
交
通
違
反
を
し
た
こ
と
が
あ
る
方

が
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
と

き
何
も
起
き
な
か
っ
た
の
は
、
た
だ
の
偶
然

で
す
。
二
度
と
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
で
運
転

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
特
に
飲
酒
運
転

だ
け
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

少
し
で
も
わ
た
し
の
よ
う
な
飲
酒
運
転
事

犯
者
が
減
り
、
交
通
事
故
に
よ
っ
て
悲
し
む

被
害
者
が
出
な
い
よ
う
に
願
い
つ
つ
、
わ
た

し
は
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

贖
あがな

いの日々

一本の見えない線
Ｒ・Ｏ　31歳　元会社員

　ここに掲載した手記は、飲酒運転をして交通事
故を起こし、刑務所で服役中の受刑者が書いた
ものです。飲酒運転がもたらすものは、あまりに
も悲しく理不尽な結末です。失ったものは二度と
戻ってきません。飲酒運転は人間として最低、最
悪の行為です。お酒を飲んだら、絶対にハンドル
を握らないでください。
※この手記は㈶東京交通安全協会から提供されたものです。

町職員の給与・職員数の状況をお知らせします
　町職員の給与は、民間給与の調査に基づく国の人事院勧告を基本に、県や
他の公共団体との均衡などを考慮しながら、町議会の審議を経て条例で定め
られています。（ここに掲載した数値は、平成21年 4月1日現在の「地方公務
員給与実態調査」および「地方公共団体定員管理調査」などを基にしています）

1. 職員の任免に関する状況
区分 採用者数 退職者数 増減

一般行政職 1人 3人 △ 2人
㊟平成21年10月1日付で2人採用しています。

2. 人件費の状況（普通会計）

区分 住民基本台帳人口
（平成 20年度末） 歳出額 実質収支 人件費 人件費率 平成 19年度

人件費率
平成 20年度 2,147 人 1,659,593 千円 112,095 千円 363,748 千円 21.9% 20.7%

㊟一般職員や特別職（町長、教育長、議員など）に支給される給料、報酬などのほか、退職手当や共済費などを含みます。

3. 職員給与費の状況（普通会計）
区分 職員数 給料 職員手当 期末勤勉手当 計 一人当たり

平成 21年度 40人 154,023 千円 26,747 千円 63,952 千円 244,722 千円 6,118 千円
㊟当初予算に計上した職員の給与費です。職員手当とは扶養手当、住居手当などの諸手当です。

4. 職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 43.1 歳 310,100 円 343,700 円
㊟一般行政職とは一般行政事務に従事する事務職員をいいます。
㊟平均給料月額とは平成21年4月1日現在の基本給の平均です。
㊟平均給与月額とは基本給と毎月支払われる扶養手当、住居手当などの諸手当の合計です。

5. 職員の初任給、経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
区分 初任給 経験年数 10～ 15年 経験年数 15～ 20年 経験年数 20～ 25年

一般行政職 大学卒 175,100 円 243,500 円 ― ―
高校卒 142,500 円 229,400 円 272,600 円 309,400 円

6. 一般行政職の級別職員数の状況
区分 1級 2級 3級 4級 5級

標準的な職種 主事・主事補 主査 主査・主任主査 主幹・課長補佐 課長
職員数 2人 11人 15人 7人 5人
構成比 5.0% 27.5% 37.5% 17.5% 12.5%

㊟三島町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
㊟標準的な職種とは、それぞれの級に該当する代表的な職種です。

8. 職員の服務の状況（平成20年度）
①営利企業等の従事に関する許可の状況／なし
②服務に専念する義務の特例に関する条例による免除の状況／20件
　（地方公務員法第42条に基づいて実施される厚生事業への参加など）

9. 職員の研修の状況（平成20年度）
区分 件数 参加者数
各種研修 3件 3人

11. 職員の分限および懲戒処分の状況（平成20年度）／なし
12. 勤務条件に関する措置の要求（平成20年度）／なし
13. 不利益処分に関する不服申し立て（平成20年度）／なし
14. 技能労務職等の給与等の見直し
技能労務職は退職不補充による民間委託を検討します。

10. 職員の福祉および利益の保護の状況

種類 受診者数
生活習慣病検診 30人
人間ドック 4人

①職員の健康の保持増進対策

②公務災害等の状況（平成20年度）／なし

②育児休業および介護休暇の取得状況（平成20年度）
育児休業取得職員 なし
介護休暇取得職員 なし

7. 職員の勤務時間および有給休暇取得の状況

1 週間の
正規の勤務時間

1日の正規の
勤務時間 勤務開始時間 勤務終了時間 休憩時間 有給休暇

平均取得日数
有給休暇
取得率

40時間 8時間 8：30 17：30 12：00～13：00 7.3 日 24.0%

①一般職員の勤務時間、有給休暇取得状況

㊟有給休暇平均取得日数および取得率は平成20年1月1日～12月31日の数値です。
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情報ひろば

三島町の人口と世帯
（1月1日現在）

人口 2,094 -2 出生 1

男 985 ＋2 死亡 3

女 1,109 -4 転入 4

世帯 856 ＋3 転出 4
※住民基本台帳による数値です。

2 月の納税
●固定資産税 第 4 期

●国民健康保険税 第 6 期

●介護保険料（普通徴収） 第 6 期

●後期高齢者医療保険料（普通徴収） 
 第 7 期

※納期限は 3 月1日です。
　忘れずに納めましょう。

問 役場 町民課 町民生活係
　 ☎（48）5555

会津西部斎苑
正職員募集

　会津西部斎苑の指定管理者である
㈱会津ばんげ公共サービスでは、会津
西部斎苑に勤務する正職員を募集して
います。
◉職種
火葬業務および施設管理業務
◉受験資格
昭和60年以降に生まれた者（高校卒
業見込みの者を含む）
◉募集人員
1人
◉採用
平成22年4月1日付採用
◉試験内容
筆記試験（作文）および面接試験
◉応募方法
市販の履歴書に必要事項を記入し、㈱
会津ばんげ公共サービス（糸桜里の湯
ばんげ内）に提出してください。郵送
でも受け付けます。（当日消印有効）
◉応募締切
2月23日（火）
◉試験日・試験会場
応募者に通知します。
問㈱会津ばんげ公共サービス
　〒969-6506河沼郡会津坂下町大
　字見明字堤帰2115
　☎0242（83）1344

㈱会津ばんげ公共サービス
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みんなで健康づくり《保健事業の予定》
問 役場 町民課 保健福祉係 ☎（48）5565

4 カ月児健診
 2月 9日（火） 11：00～ 坂下厚生総合病院
心の健康相談
 2月 10日（水） 13：30～ 福寿草
足腰げんき教室（水中運動編）
 2月 12日（金） 13：00 町民センター集合
   河東学園プール
乳幼児健診
 2月 18日（木） 13：00～ 町民センター
ヘルスアップえいよう教室
 2月 23日（火） 13：30～ 町民センター
機能訓練会
 2月 24日（水） 14：00～ 福寿草
ヘルスアップうんどう教室
 2月 26日（金） 13：30～ 町民センター
足腰げんき教室（室内運動編）
 3月 4日（木） 13：30～ 町民センター

これからの行事予定
town schedule

2月7日（日）

町民スキー教室 10：00～　町営スキー場
ちびっこスキー大会 13：00～　町営スキー場

2月13日（土）

第38回雪と火のまつり 13：00～　町民運動場
奥会津歳時記の郷フォトコンテスト表彰式
13：00～　桐の里美術館（交流センター山びこ）

2月18日（木）

心配ごと相談 9：30～　福寿草
第10回三島町歴史文化基本構想等策定委員会
14：00～　町民センター

3月4日（木）

民俗行事「ひな流し」　高清水地区
※県指定重要無形民俗文化財、福島遺産百選

ご寄附ありがとうございました

長谷川　美恵子	 様	（桑原）

近　藤　恒　弘	 様	（宮下）

栗　城　雅　幸	 様	（宮下）

金　子　イシヨ	 様	（宮下）

角　田　清　一	 様	（浅岐）

馬　場　順一郎	 様	（大登）

三島町社会福祉協議会

地域ふれあいサロン

高清水・小山いきいきサロン
2月9日（火）10：00～　高清水集会所

滝谷和楽塾
2月18日（木）10：00～　滝谷集会所

問社会福祉協議会☎（52）3344

三島町社会福祉協議会へ ご遺志によるもの

ふるさと納税
ありがとうございました

平成 21 年の寄附金受付状況（1月～12月）

県内からの寄附 県外からの寄附 合　計

216,000 円
（4 件）

502,000 円
（9 件）

718,000 円
（13 件）

必ずチェック
最低賃金

　常用、臨時、パート、アルバイトな
どにかかわらず、福島県内の事業所で
働くすべての労働者について、最低賃
金が定められています。最低賃金額未
満で労働者を雇用することは、法律で
禁じられています。

福島労働局

産業別最低賃金（1時間）
非鉄金属製造業 757 円
電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器
具製造業

713 円

輸送用機械器具製造業 747 円
計量器・測定器・分析機器・試験機・
測量機械器具・理化学機械器具、
時計・同部品、眼鏡製造業

741円

自動車小売業 741円

福島県最低賃金
（1時間）

644 円

㊟実際に支払われる賃金から次の賃金を除外し
たものが最低賃金の額となります。
❶臨時に支払われる賃金（結婚手当など）❷1カ
月を超える期間ごとに支払われる賃金（賞与など）
❸所定労働時間を超える時間の労働に対して支
払われる賃金（時間外割増賃金など）❹所定労
働日以外の労働に対して支払われる賃金（休日割
増賃金など）❺午後10時から午前5時までの間
の労働に対して支払われる賃金のうち、通常の労
働時間の賃金の計算額を超える部分（深夜割増
賃金など）❻精皆勤手当、通勤手当、家族手当

問福島労働局賃金室
　☎024（536）4604

地域づくり応援事業
募集のお知らせ

　全会津17市町村等で構成している
「あいづふるさと市町村圏協議会」で
は、地域づくり・人づくりなどを積極
的に実践する団体を支援するため、ソ
フト事業を対象とした補助金を交付し
ます。
◉募集期間
2月22日（月）～3月15日（月）
◉補助金額
最大70万円（補助対象経費の3分
の2以内）
◉対象事業
①広域的な波及効果があるソフト事業
②地域の特色・特徴を出したソフト事業
③地域間交流につながるソフト事業
◉申請書の入手方法
①あいづふるさと市町村圏協議会ホー
　ムページ「パーフェクトあいづ」か
　らダウンロードしてください。
　http://www.aizu-furusato.com
②役場総務課企画財政係でも配布し
　ています。
◉申請窓口
役場 総務課 企画財政係
◉結果通知
5月下旬予定
問あいづふるさと市町村圏協議会
　☎0242（24）6312
　役場 総務課 企画財政係
　☎（48）5515

あいづふるさと市町村圏協議会

区　分 管内 三島町
空 き 巣 狙 い 1
忍 び 込 み 4
事 務 所 荒らし 2
出 店 荒 ら し 8
自 動 車 盗 2
オートバ イ盗
自 転 車 盗 7
自 販 機 狙 い 5
車 上 狙 い 12
強制わいせつ
街頭犯罪合計 41 0
全 刑 法 犯 138 3

※全刑法犯には街頭犯罪以外（器物損壊、
暴行、傷害、万引き、詐欺など）の犯罪発
生件数が含まれます。

街頭犯罪発生状況（昨年1月～12月）

求人

五十嵐榮さん（滝谷）が
昨年秋、こんな面白い形
の大根を収穫しました。
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広報

2010 年 2 月 5 日発行

■編集　三島町役場　総務課　企画財政係
〒 969-7511　福島県大沼郡三島町大字宮下字宮下 350　☎ 0241（48）5515
■ホームページ　http://www.town.mishima.fukushima.jp
■印刷　㈱アポロ

みんな～おいでよ～。

雪と火のまつり第
38
回

 9：00 サイノカミ作り
 13：00 雪と火のまつり開会式
 13：30 炎の大市三島横丁 
 13：30 浮き玉▲ベース奥会津地吹雪大会
 16：00 勝ち抜きじゃんけんポン大会
 17：30 鳥追い・たいまつ行列・奉納神楽
 18：00 サイノカミ点火
 18：30 御祈願・愛の告白花火
 19：30 大当たり！福々みかんまき（抽選券付き）

会場／町民運動場

2月13日土

※詳しくは三島町観光協会ホームページをご覧ください。
http://www.mishima-kankou.net/

問雪と火のまつり実行委員会（三島町役場・文化観光係内）☎0241（48）5533
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